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%/////////////エッセー 一
カ ン ツ ォ ネ ッ タ(Canzon騁ta)V
倉 橋 重 史
ピク チ ャレスク と出藍 の誉れ
ピクチャレスク(picturesque)とは 「絵のような」,「絵に描いたような」,







絵である。っまり風景や人物,静 物 と同 じく,それより以上に美 しく描かれた
絵である。 とくに 「絵 はがき」のような風景画が18世紀の英国ではピクチャレ
スクと呼ばれ愛好 された。彼 らはターナーやゲンズボロー,コ ンスタブルらが
描 く風景,理 想的な光景をこよなく愛 したのである。そのような,い わばピク
チャレスクの流行の背景には,見知 らぬ土地へ行 った人達の話や,そ こを訪れ
て風景を写生 した画家の作品を目にした人々の好奇心や憧れがある。また都市
化の進展 によって失われていく大 自然への憧憬などの要因が働いているものと
もといえよう。18世紀のみならず,今 日で もそのような絵 は愛 される。現代は
自然環境が汚染 され,醜 い姿をみることが多 くなったので,か えってそのよう
な絵が好まれると言 ってもよいであろう。ではピクチャレスクとは一体どのよ
うなことなのか。
それは絵でないものを絵 と比較 して,絵 のように美 しいと形容することであ
るが,あ る対象が絵 と対比 されて絵のように美 しいと判断することである。対
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比 し比較する対象が絵のそれと比べられるのである。そして美 しいと評価され
るのである。 とすればこのことは比較の基準になる元の絵が美 しく素晴 らしと
いうことを言外 に認めていることになる。そのように認めるか ら絵のように美
しいと判断できるのである。比較す るのに絵を例にだ している。 ということは
絵のように美 しいといえるのは先に絵があるからである。またピクチュアレス
クとは絵が比喩的であり,対象が美 しいから表現する言葉である。 この場合絵
は付け足 しである。絵のように美 しいというので,そ のような絵を想像するの









がなければ描 けない。 自然の風景が前提にある。自然そのものが素晴 らしいの
で,美 しい風景の絵が描 けるのである。卵が先か鶏が先かというな らば,卵 と
いう自然が先である。だが18世紀の人々のみならず,多 くの鑑賞者は絵が素晴
らしいから愛 し,誉めるのである。 自然 も素晴 らしいが,そ れを描いた絵の方
がより素晴らしいのである。 ここでは鶏の方が先である。素晴 らしい自然の風
景を画家がより素晴らしく描 くことに感心する。そして画家の自然を見る眼,




旅のブームが起 こり,自然景観が名所 に変わり,そ こへの旅行が流行 る。広重
の東海道の絵が当時の旅のブームをひこおこしたのと同じ理屈である。
他方,人 はかって行ったその自然の風景を見て,そ の偉大さに驚き,素 晴 ら
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ある。大自然 と,絵画 という小自然の両方からわれわれはその美を享受 しよう
として,絵画を室内に飾 り,それを鑑賞するのである。そこにわれわれが自然
と絵画か ら素晴らしさを受けとる楽 しみがあるといえよう。






士 としての任務を辞すとき 「老兵は消えるのみ(failaway)」と言 ったが,そ
れは程を弁えた人 しか言えない言葉である。孔子のいう 「矩(の り)を越えず」







白いし,学問の世界で 「青さ」を比較するのも楽 しい。ただこの場合,教 師が
良 くできておれば,弟子 も出来がよいとは一概に言えない。まさに反面教師で
あり,弟子 はその反動で猛勉強をする場合 もあるか らである。
マー トンは 『社会理論 と社会構造』の序論にホワイトヘ ッドの 「その創立者
のことを忘れかねている科学 はもう駄 目であろう」という言葉を引用 している。










社会学を離れていえば,ピ クチャレスクは自然の景色と同じく美 しいが,絵 に





いずれにせよ自然そのものも美 しいが,そ れを描いた絵 もより美 しいと見る
ことができるのは楽 しいことである。美 しいものはいずれも美しいからである。
学問の優秀さの評価 もまたこれに似ている。すばらしい先達の輝かしい偉業は、











回春,再生 の願いもそれと同様に多い。化粧品が次から次 ぎへ と改良 され宣
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伝 され る。 美容 の コマー シャル も多 い。男性 は健康回復や回春の薬を求 める。
バ イアグラとい う名 の薬 も販売許可 になった。 この薬 にっ いて知 ったのは タイ
ム誌上で あった。 ウイ スキ ー(Whisky)も永遠 の命 を求 めて作 られた。 ウイ
スキーの原語 は古代 ケル ト人が ウシュクベーハ ー(uisge-beatha)と呼 ん だ も
ので,そ れ は 「命の水」 どい う意味である。 中世 の錬金術 師が蒸留酒を ラテ ン
語 でアクアヴ ィッテ(aqua-vitae生命の水)と 呼 んだの もウイスキーに永遠
の命 を託 そ うとしたか らで ある。 ちなみに フランス語 では ブランデ ィーをオー
ドヴィ(eaudevie)と呼 んでお り,ウ イスキー はwhiskyであ る。
錬金術 はこのよ うな不老長寿 の薬 を求め る疑似科学 であ った。最近 は医学 ・
医術 ・薬学 の発達 によ って このよ うな願 いは多少 叶え られ るようにな った。数
年前 な らとっくにあの世行 きであ った病人が助か るようにな り,美 容 に効 く薬
や回春のそれが出回 ってい る。病苦 で悩やみ,難 病で苦 しむ人々に とって大 い
なる福音で ある。
歳 をとるという現象,加 老現象 は自然 のな りゆ きで あ り,そ の流れに棹 をさ
して抵抗す ることは無 駄で ある。それを止 めることは自然 に逆 らうことであ り
不 自然 である。 その ことを承知 の上で,人 はそれ を願 う。 しか し現実 には,そ
れな りに健康 で歳 をとる こと,人 の迷惑 をかけないで長生 きす ること,そ して
美 しく老化す ることが万人 の願 いで ある。
このよ うな不老長寿 の願 いを絵 に したものを,一 昨年 の夏,ベ ル リンの絵画
美術館 で鑑賞 した。 それは再生 の図 と言 って もよい。 ルー カ ス ・ク ラナ ッハ
(父)の 「若返 りの泉」(DerJungbrunnen1546年)であ った。 画面 中央 に広
い池が ある。四角形 の プールである。450年前 の絵 の中に,今 ど この学校 で も
み られ るような プールの原型を発見 した。 それ より驚 いたのは,左 側 に手押 し
車や タンカーで運ばれ る人,ま た馬車 に運1ざれて くる人 々が いることである。
老人達で ある。その老人が左岸か らプールに入 って,右 岸 に達す ると摩訶不思
議 に も若返 え って いるのである。皺だ らけの考人 の肌 か ら皺 がな くな り,体 が
しま り美 しくな って い る。
池 の左右 の中央,後 方 に高 い塔が あ り,そ の上 に立像 が見え る。 そ して塔 の
上部か ら噴水 が落 ちてい る。 ひ ょっとす るとこの噴水 に若返 りの秘薬 があるの
で あろう。噴水 とか泉 とか はニンフを想像 させ るか らそ のように思 うである。
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このようなプールがあれば現代人はそれを目掛けて殺到するであろう。プール
を渉ると若返 って くる。プール中央か ら青春をとり戻 した人々は喜んでプール
の端に上がっている。向こうの端で寝そべっている人がいる。裸体を恥ずかし
そ うに隠す人 もいる。若返りは羞恥心を回生させたのである。彼 らは更衣室の






































































かったという点で共通 している。 しか しこの経験も個人の特別の情況や,時 間
の推移によって異なって くる。 ある人にとってその経験はかならず しも不幸で
あったのでなく,かえって幸福な時期であるとされる。あるいは美化され,増
幅されて良い思い出となる。それは現在の幸,不 幸の状態と密接に関係すると









しか し回想するに値する過去を持っ人 は幸せである。回想をためらい,そ れ





ればな らないであろ う。健康 な心身,悔 いのな い現在 があ って初 めてよい回想
が可能であ るか と思 うか らである。
ア イ デ ィ ア
日本語で はアイデ ィアとい う言葉 は思 いっ き,着 想 とい った意 味で用 い られ
ている。われわれ は 「良い アイデ ィアが浮かん だ」 とか 「何 か アイデ ィアはな
いか」 などと言 う。周知の ように このアイデ ィアという言 葉 はギ リシャ語 のイ
デア,エ イ ドス(ide?eidos)に由来す る。 プラ トンは イデ アを時空 を超 え
た永遠 の実在 と考え た。哲学で はイデー(Idee)は理念,観 念な どと訳 され て
用 い られて いる。 また社会学で はM.ヴ ェーバ ーのイデアル テ ィプス(Ideal-
typus理念型)が 有名で ある。
ところが われわれ の日常用 いるアイデ ィア とい う言葉 は思 いっ きとい った意
味である。工夫,着 想 といった内容であ る。この意味のアイディアは生活にとっ
て案外重要 である。 それは生活を活性化 させ る。普段,ふ と した思 いっ きがそ
の生活 に彩 りを添 える場合が ある。食事の支度の とき,冷蔵庫にこの食材があっ
た とふ と気づ き,料 理 が豊 かになったり,仕 事 の後 であれを してお けば よか っ
た と思 った り,旅 の途 中,主 目的 より別 に立 ち寄 る所 を思 いっ いて旅を充実 さ
せ ることなどである。
また論文 を書 いた り,こ のよ うなエ ッセーや雑文 に筆 を走 らせ るときに,何
かの思いつ きがその内容 を大 きく変 えたり,叙 述 に微妙 に影響す る時が ある。
物書 きを してい るとき最初 はち ゃんと したプランがあ り,そ れにそ って論 旨を
展開 してい くが,途 中文献 にあた った り,資 料を再確認 した りする と,は じめ
の プラ ンよ りも内容 が拡大 した り,縮 小す る場合があ る。 またち ょっと した思
いっ きが文章 を体系 的,論 理 的に した り,あ るいは自由 自在な展 開を許 したり
す ることがあ り,さ らに表現を堅 くした り柔 らか くしたりす ることになる。
エ ッセーな どを書 いて いるとこの思 いっ きが微妙 にその内容 に影響 する。本
来 エ ッセーとは真剣勝負の文章 とい う意味で あるが,今 日一般的に用 い られて
いる,い わゆ る随筆 と して のエ ッセーは この思 いっ きが それを面 白くさせた り,


























人と話すことにより,入 と学ぶことにより新 しい思いっ きが生 じる。そこに
社会性が思っきの刺激剤になっていることは事実であるようである。それがど
のように生 じるのかが分か らないが,自分 とは違 ったさまざまな人々と話 し合
うからアイデ ィアも生まれるのであろう。社交性からアイディアが生み出され
























































得 したかどうかは解 らない。その成果は論文を作成 したときに判明する。楽 し
みである。
私のゼ ミでは毎卒業論文作成の期限を早めている。12月の20日辺 りが提出期
限であると思 うが,私 のゼ ミは卒論提出期限を11月末としている。より現実的
には夏休み前に一応の草稿を提出し,11月半ばまでそれを訂正 し,さ らに微調
整を加えて提出ということになる。その後,論 文のレジュメを書いてもらう。






とを表現 しなければならない。 しかもその表現 は分かりやすくしなければな ら










たあである。また学生にも文集のことを話 したが,そ れを積極的に推 し進める
気持ちが見えなかったからである。
(くらはし しげふみ 佛教大学社会学部社会学科教授)
